
ライフサイエンス研究指向型の有機合成化学 

及川雅人（横浜市立大学） 

生物活性化合物が、他の手段では得られないような

ユニークな情報を与えることによってライフサイエン

ス研究に貢献できることが認識されだして久しい。私

たちはそうした「役に立つ生物活性化合物」の創出を

有機合成化学により試みている。研究対象には、記憶

や学習、痛みの伝達など高等動物の高次脳機能を司る

中枢神経系シナプス受容体を掲げ、その機能を制御す

る化合物の開発に、多様性指向型有機合成法によって

取り組んでいる。骨格が異なる、あるいは置換基が異

なる化合物群の構築と、そこに見出されるヒット化合

物／不活性化合物の存在は、ターゲットとする生体高

分子の機能をどのようにすれば制御できるのか、という問いに対するヒントを与える点に

おいてもメリットが大きい。ヒット化合物 IKM-159 (2) とその類縁体 (3, 4) の開発、およ

びその後の進展について紹介したい。 
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